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東京消防庁では、来月１０月２１日（木）にオープンする、京急線羽田空港国際線ターミナル駅内で、

ＮＢＣ災害消防演習を実施します。 

この演習は、国際空港への乗り入れ駅である新駅の開業及び１１月に開催されるＡＰＥＣ（アジア太

平洋経済協力）首脳・閣僚会議の開催を控え、各関係機関と緊密な連携を図り、人命救助等を迅速かつ

適切に行うことを目的に下記とおり行います。 
 

記 

 

１ 実施日時 

平成２２年９月２４日（金） １０時４０分から１２時００分 
 

２ 実施場所 

京急線羽田空港国際線ターミナル駅 

大田区羽田空港二丁目６番５号 
 

３ 主催 

  京浜急行電鉄株式会社 
 

４ 統裁者 

統 裁 者：第二消防方面本部長  村上 研一（むらかみ けんいち） 

統括指揮者：蒲 田 消 防 署 長  田中 道高（たなか みちたか） 
 

５ 参加機関 

  京浜急行電鉄㈱、㈱京急ステーションサービス、京急鉄道施設㈱、京急サービス㈱、 

  東京消防庁（第二消防方面本部、第三消防方面本部、蒲田消防署、大井消防署、大森消防署、矢口

消防署）警視庁東京空港警察署 

計 ６機関、人員約３５０名、車両２０台 
 

６ 演習想定 

  羽田空港国際線ターミナル駅地下２階下りホーム中央付近に、降車した不審者が、何らかの液体を

散布し、利用客数名が歩行不能となり、多数の利用客が目や鼻などの痛みを訴えている。 

  京急グループの職員が、通報及び避難誘導等を実施後、消防隊によるケガ人等の救出救護、危険物

質の特定及び除染等を実施します。 
 

 

 

 



７ 演習の重点 

⑴  災害実態の把握及び効率的な情報収集要領 

⑵  消防隊等の初動処置要領 

⑶  有害物質の特定及び除去要領 

⑷  指揮本部等の設置及び運営要領 

⑸  現場救護所等の設置要領 

⑹  傷病者のトリアージ実施要領 

⑺  関係機関との連携要領 
 

８ 演習進行内容 

別表のとおり 
 

９ 取材にあたっての注意事項 

⑴  取材希望の報道機関は、車両通行許可証を車のダッシュボードに掲げ、Ａゲートから出入りし

てください。 

駐車位置は、バスプールとなります。 
 

⑵  電車でお越しになる報道機関は、「京急線羽田空港駅第１ターミナル側改札口前」に、９時

５０分までに集合してください。 

演習会場まで車両で移動しますので、時間厳守にてお願いします。 
 

⑶  車両でお越しになる報道機関は、羽田空港国際線ターミナル駅前に１０時００分までに集合し

てください。 

集合後、訓練に伴う報道機関向け事前レクチャーを行います。 
 

⑷  取材にあたっては、自社腕章を着用してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問い合わせ先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東 京 消 防 庁 

広 報 課 報 道 係 
 

電 話 ３２１２－２１１１ 

内 線 ２３４５～２３５０ 

蒲 田 消 防 署 

空 港 分 署 警 防 係 
 

電 話 ３７４７－０１１９ 

内 線 ８４２ 

 



 

別 図 



別 表 

 

演 習 進 行 表 

時間経過 活 動 概 要 備 考 

１０：４０ 災害発生 

京浜急行職員等活動開始 

 

１０：４５ １１９・１１０番通報  

１０：４６ 空港隊・空港警察出場  

活動開始 

 

１０：４８ 蒲田隊・大井隊出場 

活動開始 

別図を参照 

１０：４９ 第二消防方面本部消防救助機動部隊 

（ハイパーレスキュー）出場 

活動開始 

１０：５０ 第三消防方面本部消防救助機動部隊 

（ＮＢＣ災害対応ハイパーレスキュー）出場 

活動開始 

１０：５１ 警戒線延長 

情報収集 

指揮本部設営 

救護所設営 

ケガ人等の避難誘導 

警戒区域の設定 

歩行可能なケガ人等を地上に搬送 

１０：５４ ２本部指揮隊出場 

大森・矢口救急出場 

 

１０：５６ 蒲田署隊長出場  

１１：００ ケガ人等の救出・救護・搬送・除染 

現場広報 

物質の特定・除去 

救急トリアージを実施 

歩行不能な要救助者を担架で救助

後、除染テントで乾的除染を実施 

１１：２０ 演習終了  

１１：２５ 講評  
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